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松川村社協だより

　令和２年度赤い羽根共同募金の結果

がまとまりましたので、ご報告します。

　募金総額は 2,285,067 円でした。

　皆さまの温かいご誠意に、深く感謝

とお礼を申し上げます。このお金は一

度、県共同募金会に集められ、次年度

に社会福祉団体等の計画する事業に配

布されます。

皆さまのご協力により
総額 2,285,067 円
いただきました。

　　　＜内　訳＞

戸別募金  2,239,167 円

職域募金　　45,900 円

合　　計  2,285,067 円

( 令和３年 2 月末現在 )

区　　分 収　入　額

一般会費 2,635,200 円

特別会費 645,000 円

賛助会費 262,000 円

合　　計 3,542,200 円

配　分　の　内　訳 （円）

県内を範囲とする福祉事業へ 528,000

松川村社協が行う福祉事業へ 1,744,277

合　　　計 2,272,277

その配分金で下記の事業が行われています。

松川村社協の実施事業 （円）

一人暮らし高齢者交流会 32,000

地区ふれあいサロン 327,000

年末お節料理お届けサービス 82,000

福祉バス利用者交流会 75,277

手話普及啓発 47,000

要約筆記 27,000

福祉団体活動助成 27,000

社会福祉普及校（小・中学校） 100,000

国際交流会（信州大学留学生） 73,000

ボランティア活動事業 181,000

災害支援活動用備品整備 135,000

子どもを守るパトロール 536,000

フードドライブ 23,000

ふれあいサロン 26,000

遺留品整理事業 53,000

合　　　計 1,744,277 　

令
和
２
年
度
社
協
一
般

会
費
並
び
に
特
別
会
費
・

賛
助
会
費
に
つ
い
て
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

　

収
納
総
額
は
、
下
記
の

と
お
り
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
会
費
は
、
福
祉
功
労
者

表
彰
お
よ
び
各
種
イ
ベ
ン

ト
・
交
流
会
な
ど
、
福
祉

の
地
域
づ
く
り
推
進
の
た

め
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

令和２年度社協会費収入報告

地区ふれあいサミット 介護者交流会（保育園児とビデオ交流）ふれあいサロン

（
特
別
・
賛
助
会
費
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
は
、
次
頁
に
掲
載
い

た
し
ま
し
た
）

令和元年度共同募金配分内訳および
令和２年度実施事業について 令

和
２
年
度

令
和
２
年
度

赤
い
羽
根
共
同
募
金
結
果
報
告

赤
い
羽
根
共
同
募
金
結
果
報
告

青色回転燈

パトロール

ボランティア

社会福祉協議会

福祉功労者表彰

令
和
２
年
度

赤
い
羽
根
共
同
募
金
結
果
報
告

令和２年度社協会費収入報告
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　○特別会員（１口、5,000 円以上）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （順不同、敬称略）

社協特別・賛助会費納入報告
社協会費につきましては、皆さまより温かいご協力を頂戴し、誠にありがとうございました。特別・賛助

会費にご協力いただいた法人・個人の皆さま方をご報告するとともに、心よりお礼申し上げます。

　○賛助会員（１口、2,000 円以上）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （順不同、敬称略）

Ａ Ｐ Ｕ Ｌ Ｏ 松 川 店 ㈲ か ね よ し 建 設 お し ゃ れ の 店　 椿 日 本 電 熱 ㈱ 松 川 工 場

㈱ Ｇ・ フ レ ン ド リ ー ㈲ 川 上 製 作 所 か い ざ わ 接 骨 院 平 林 工 務 店

㈱ ア イ ダ エ ナ ジ ー ㈲ 北 細 野 建 設 ｶｼﾏ ﾌ ﾟ ﾚ ｼ ｼ ﾞ ｮ ﾝ ﾏ ｼ ﾆ ﾝ ｸ ﾞ㈱ 福 寿 屋 旅 館

東 京 ア ー ト ㈱ 松 川 工 場 ㈲ 共 同 技 研 川 上 税 務 会 計 事 務 所 福 助

㈱ Ａ 　 Ｊ 　 Ｃ ㈲ 黒 岩 商 店 喜 佐 Ｆ ｕ ｎ Ｓ ｐ ａ ｃ ｅ ㈱

㈱ 一 　 　 　 柳 ㈲ コ ー ヨ ー 住 宅 設 備 き ら り 歯 科 医 院 松 川 自 動 車 整 備 工 場

㈱ 牛 越 工 業 ㈲ 小 林 写 真 店 合 同 会 社 西 友 松 川 店 ㈲マツカワアールアンドディー

㈱ 荻 窪 金 型 製 作 所 ㈲ 田 矢 興 業 近 藤 医 院 松 川 村 商 工 会

㈱ 草 深 製 作 所 ㈲ ハ イ メ ッ ク サ ン リ ン ㈱ 大 北 支 店 松 本 信 用 金 庫 松 川 支 店

㈱ 高 瀬 建 材 ㈲ 平 林 表 具 店 信 越 軽 金 属 ㈱ 丸 山 歯 科 ク リ ニ ッ ク

㈱ タ カ ミ ロ ㈲ 穂 坂 工 業 セブンイレブン　信濃松川店 ㈲ フ ァ ー ム い ち ま る

㈱ 大 日 堂 物 流 ㈲ 松 川 興 業 アイソニック（税）松川事務所 み ど り ク リ ニ ッ ク

㈱ つ ば く ろ 電 機 ㈲ 丸 山 酒 店 そ ば 処 こ う や 宮 下 石 材 店

㈱ と を し や 薬 局 松 川 店 ㈲ 水 野 組 第 一 生 命 ㈲ イ チ モ ト

㈱八十二銀行あづみ松川支店 ㈲ 宮 本 農 機 大 北 農 協 松 川 支 所 餅 工 房 な し だ

㈱ 平 林 工 業 ㈱ 山 本 精 機 高 橋 林 業 ㈱ 良 い 子 の 店

㈲ 浅 野 電 器 商 会 朝 日 企 画 ㈱ ㈲ 立 花 板 金 工 業 所 吉 村 医 院

㈲ あ づ み 野 美 広 安 曇 野 ち ひ ろ 美 術 館 電 化 の オ ク ハ ラ れ ん げ 亭

㈲ 安 曇 電 化 セ ン タ ー あ づ み 野 歯 科 巴協栄リネン㈱松川工場 若 林 医 院

㈲ 一 陽 鐵 建 社 い と う 歯 科 医 院 ナ カ ヤ マ 製 菓 舗 松 本 ク リ ニ ッ ク

㈲ 内 川 薬 局 い ろ は 亭 ナ シ ダ 薬 局 ファミリーマート信濃松川店

セブンイレブン松川細野店 岡 江 歯 科 医 院 西 森 整 形 外 科 ㈲ か ぼ ち ゃ や ま 農 場

㈲ エ ー ル 葦 原 お か む ら 眼 科 ㈱ nittoh あ ず み 野 工 場 フラワーショップ花野果

小 口 精 工 ㈱ 日 本 郵 便 ㈱ 松 川 郵 便 局 ㈲ 奥 原 土 建 Honda Cars 南 松 本 有 明 店

青 沼 清 子 亀 岡 文 子 相 馬 彩 乃 西 山 忠 生 宮 田 栄 子 渡 辺 正 人

秋 久 保 な つ 江 川 上 雅 嗣 高 橋 紀 子 畠 山 正 英 宮 島 有 意 下 川 由 美

有 川 政 代 草 間 良 子 高 山 則 雄 花 田 清 幸 宮 脇 真 理 平 林 由 美 子

飯 島 円 美 子 窪 田 千 鶴 田 代 康 子 平 林 秀 夫 役場管理職組合 田 原 忠 己

井 口 真 由 美 熊 井 章 子 田 中　　 恵 廣 瀬 八 千 代 山 一 明 美 丹 後 谷 昭

伊 藤 陽 平 熊 井 万 代 田 原 正 子 古 川 正 行 山 岸 和 代 上 條 　 勝

一 柳 千 鶴 子 楜 澤　　 頭 茅 野 喜 代 春 古 幡 し の ぶ 山 本 凖 子

上 野 絵 実 楜 澤 正 明 手 塚 和 子 松 井 け み へ 山 口 歩 美

牛 越 里 美 腰 原 恵 子 戸 谷　　 光 松 島 幸 子 柳 沢 裕 子

内 川 輝 雄 小 林 秀 一 中 島 三 栄 深 澤 澄 子 横 川 敬 巳

内 山 美 恵 子 小 林 ま ゆ み 中 牧 美 郎 松 本 絹 子 吉 岡 紫 乃

海 老 澤 智 恵 塩 原 弥 生 中 村　　 梓 丸 山 圭 子 吉 澤 歩 美

奥 原 い ず み 嶋 田　　 勲 中 村 誠 子 丸 山 順 子 和 田 昌 代

奥 原 一 繁 白 澤 久 美 子 中 村 み き 江 丸 山 あ け 美 早 川 さ お り

奥 原 公 子 白 澤 俊 之 梨 子 田 理 恵 丸 山 く に 子 平 林 　 繁

奥 原 理 沙 鈴 木 恵 美 子 西 網 民 雄 丸 山 典 男 春 原 　 要

奥 野 勝 久 砂 原 宏 洋 錦 織 明 彦 宮 下 己 左 武 筒 井 禮 子

尾 曾 保 子 相 馬 百 合 江 西 澤 か な 子 宮 下 享 子 高 梨 雄 二
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
会 

開
催

　

松
川
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
で
は
、
令

和
3
年
2
月
3
日(

水)

、
ゆ
う
あ
い
館
会

議
室
に
て
、
松
川
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会

役
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
鑑
み
、
今
年
度
は

ボ
ラ
協
役
員
に
よ
る
「
役
員
総
会
」
と
い
う

か
た
ち
で
実
施
さ
れ
、
活
動
実
績
・
予
算
等

が
審
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
資
料
に

つ
い
て
は
、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
郵
送
、
ご

意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
活
動
は
、
例
年
よ
り
縮
小
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
も
の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

創
意
工
夫
を
こ
ら
し
な
が
ら
活
動
を
継
続
し

た
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
コ

ロ
ナ
対
策
を
行
う
こ
と
が
大
前
提
で
す
が
、

そ
の
う
え
で
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
切
ら
さ

な
い
た
め
に
、
活
動
を
継
続
す
る
た
め
の
ア

イ
デ
ア
や
工
夫
が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん
、
一

緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

役
員
の
紹
介

・
会　

長

　

中 

牧 

美 

郎
さ
ん

・
副
会
長

　

三 

原 

良 

子
さ
ん

・
副
会
長

　

西 

山 

忠 

生
さ
ん

・
会　

計

　

丸
山
く
に
子
さ
ん

・
監　

事

　

田 

原 

正 

子
さ
ん

・
監　

事

　

松
井
け
み
へ
さ
ん

「
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、つ
な
が
り
を
大
切
に
」

活
動
す
る
場
合
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
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ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

２
拠
点
化
試
行
実
施

　

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
日
頃
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
の
自
主
性
を
尊
重

し
な
が
ら
運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
通
じ
て
、
機
能
の
向
上
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
、
「
ミ
ニ
ミ
ニ
会
議
」

と
「
大
糸
線
沿
線
の
旅
」
と
い
う
活

動
を
始
め
ま
し
た
。
ミ
ニ
ミ
ニ
会
議

は
、
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
や

や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
、
個
人
個
人

で
出
し
合
い
、
話
し
合
い
な
が
ら

一
ヵ
月
ご
と
の
予
定
を
決
め
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
脳
ト
レ
も
行
っ
て

い
ま
す
。
大
糸
線
沿
線
の
旅
は
、
大

糸
線
の
各
駅
を
目
標
に
設
定
し
、
そ

れ
ぞ
れ
往
復
を
目
指
し
て
ま
め
っ
て

い
通
り
（
ゆ
う
あ
い
館
の
廊
下
）
を

歩
く
も
の
で
、
転
倒
防
止
の
た
め
の

うん、おいしい！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
今
、
介
護
の
世
界
で
は
、
『
ヘ
ル

パ
ー
は
最
後
の
砦
』
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

市
町
村
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
通
達

が
出
て
お
り
、
特
に
訪
問
系
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
方
に
発

熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
十
分
な
感
染
防
止
対
策
を
前

提
と
し
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
継
続

的
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
視
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

村
社
協
で
は
、
ゆ
う
あ
い
館
に
幾

つ
も
の
事
業
所
（
事
務
局
、
居
宅

サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン)

が
併
設
さ
れ

て
お
り
、
仮
に
、
そ
の
中
の
一
つ
に

感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
、
事
業
が

停
止
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
万
が
一
と
い
う
事
態
に
な

り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
お
休
み
に
な
っ

て
も
、
訪
問
介
護
の
必
要
な
方
に
対

し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
を

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
２
月
、
豆

ま
き
と
鍋
週
間
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

豆
ま
き
で
は
、
表
紙
に
も
あ
り
ま

す
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ
が
入
れ
替
わ

り
立
ち
替
わ
り
で
鬼
に
な
り
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
手
づ
く
り
の
、
あ
た
っ

て
も
痛
く
な
い
豆
（
？
）
を
た
く
さ

ん
浴
び
て
い
ま
し
た
。
利
用
者
の

方
々
は
、
「
福
は
内
！
、
鬼
は
外
！
」

と
、
コ
ロ
ナ
退
散
も
願
っ
て
元
気
よ

く
豆
を
ま
き
、
「
気
持
ち
よ
か
っ

た
」
「
す
っ
き
り
し
た
ね
え
」
と
感

想
を
話
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

鍋
週
間
で
は
、
写
真
に
も
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
利
用
者
お
一
人
お
一
人
に

鍋
料
理
を
食
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

宴
席
な
ど
に
あ
る
よ
う
な
固
形
燃
料

で
火
を
通
す
鍋
を
使
用
し
、
材
料
も

具
だ
く
さ
ん
。
皆
さ
ん
、
日
頃
、
目

に
し
な
い
お
料
理
に
感
激
の
お
言
葉

を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
ア
イ
デ
ア

を
出
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
方
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
場
を
提
供
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
箇
所
に
分
け
、
非
常
時
に
お
い
て

も
支
援
を
継
続
強
化
で
き
る
対
策
を

考
え
ま
し
た
。

　

分
室
で
の
活
動
は
、
改
善
点
や
問

題
点
な
ど
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
利

用
者
へ
の
支
援
を
継
続
さ
せ
る
た
め

に
は
、
ス
タ
ッ
フ
自
身
も
不
要
不
急

な
外
出
を
自
粛
し
、
ヘ
ル
パ
ー
と
し

て
訪
問
す
る
際
の
注
意
事
項
と
し
て
、

自
分
自
身
の
健
康
管
理
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、　

○
利
用
者
の
方
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク　

○
マ
ス
ク
の
着
用　

○
室
内
換
気　

○
手
洗
い　

○
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒　

○
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
な
い
持
ち

　

出
さ
な
い
、
媒
体
に
な
ら
な
い　

もう、カンベンして～

私は、これがいいな

さあ、何処まで行ったかな

歩
行
訓
練
を
重
視
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ

ん
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
過
ご
し
づ
ら
い
社
会
環

境
で
す
が
、
少
し
で
も
今
ま
で
と
変

わ
ら
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
お
手
伝
い

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

を
守
り
な
が
ら
支
援
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
利
用
者
の
方
々
に
、

安
心
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
ま

す
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。



ご寄付ありがとうございました
 令和２年 12 月～（敬称略）

匿　　名 ……………………… オムツ 3 袋

匿　　名 ………… オムツ、パット類 4 袋
　　　　　　　　  ポータブルトイレ 1 台

匿　　名 ……………………  玄米 30 キロ

匿　　名 ……………………… オムツ類他

匿　　名 ……トルコキキョウ ユーカリ等
　　　　　　　　　　　　 　切花　80 本

匿　　名 ………………………… 紙オムツ

匿　　名 ……  マスク (50 枚入り ) × 3 箱

匿　　名 ………………… 洗濯用洗剤 3 個

匿　　名 …………… 野菜　軽トラ 1 台分

早川ふみこ …… 手作りマスク 157 枚
　　　　　　　  マスク用ゴム 5 ｍ× 4 袋

匿　　名 ……… シトラスリボン約 100 個

日本電熱株式会社 ………………  2,730 円

匿　　名 …………………………  1,200 円

民協ＯＢすみれ会　代表　太田善展
　　　　 …………………………  9,000 円

匿　　名 ………………………… 30,000 円

匿　　名 …………………………  3,000 円

匿　　名 ………………………  200,000 円

令和 3 年３月15 日　第 112 号 松川村社協だより

や
さ
し
い
お
気
持
ち
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

2
月
26
日(

金)

、
大
北
法
人
会

よ
り
、
介
助
用
車
イ
ス
2
台
と
歩
行

器
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
寄
贈
品
も
介
護
保
険
事

業
を
中
心
に
活
用
い
た
し
ま
す
。
村

内
の
高
齢
者
や
障
が
い
を
お
持
ち
の

方
が
、
安
全
安
心
に
社
会
参
加
が
で

き
ま
す
よ
う
に
今
後
も
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

や
さ
し
い
お
気
持
ち
に
改
め
て
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
ご
案
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
る
方
は
、

ぜ
ひ
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
の
補
助
に

よ
り
、
自
己
負
担
２
０
０
円
で
加
入

で
き
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中

の
ケ
ガ
や
物
品
の
破
損
に
対
し
て
補

償
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

月・日 相　談　内　容 月・日 相　談　内　容

4・7 生活全般・子育て・結婚相談　 10・6 生活全般・行政相談・結婚相談

5・12 生活全般・人権擁護・結婚相談 11・10 生活全般・子育て・結婚相談　

6・2 生活全般・行政相談・結婚相談 12・1 生活全般・人権擁護・結婚相談

7・7 生活全般・人権擁護・結婚相談 1・5 生活全般・人権擁護・結婚相談

8・4 生活全般・子育て・結婚相談　 2・2 生活全般・子育て・結婚相談　

９・１ 生活全般・人権擁護・結婚相談 3・2 生活全般・人権擁護・結婚相談

「フードパントリー事業」開設

松川村在住の方を対象に、経済的事情でお困りの方へ、フー

ドドライブなどでご協力いただいた食品を無料で提供させて

いただく活動です。

●申込方法：電話・ファックス・メールなどで、ゆうあい館へ

　　　　　　直接お申し込みください

　　　　　　（原則１家庭、月１回までとさせていただきます）

　　　　　　○電話：62-9000　○ FAX：62-1111

　　　　　　○メール：mshakyo@coral.ocn.ne.jp

●提供食品：米・缶詰・カップ麺・レトルト食品・調味料など

　　　　　　（備蓄食品のみとさせていただきます）

●受取場所：ゆうあい館

皆さまからの、食品の寄付も受け付けています。

「心配ごと無料相談所」開設

ゆうあい館では、心配ごと相談所を開設しています。生活全般、

人権行政、子育て、介護、結婚相談など、さまざまなご相談

を受け付けています。相談所開設日は、下記のとおりです。

●相談時間：午後１～３時・毎月第１水曜日

　　　　　　（予約の必要はありません）

●相談会場：ゆうあい館

●電　　話：６２－９０００（ゆうあい館）

電話での相談も受け付けています。お気軽にご利用ください。

・・・・秘密は、固く守られます・・・・

加入プラン 基本プラン

ケガの

補償

死亡保険金 1,040 万円

後遺障害保険金
1,040 万円

（限度額）

入院保険金日額 　6,500 円

手　術

保険金

入院中の手術  65,000 円

外来の手術  32,500 円

通院保険金日額 　4,000 円

賠償責任

の補償

賠償責任保険金

（対人・対物共通）

5 億円

（限度額）

年間保険料 350 円


